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医療、セキュリティ等の幅広い用途に応用されているシンチレータのうち、X・γ線を対象とし

たものの多くはバルク結晶を用いている。結晶シンチレータと比較して、ガラスシンチレータは

廉価で大面積化が可能であることに加え、特殊形状等への適用も期待できるが、X・γ線用のガラ

スシンチレータで実用に至ったものはない。これはガラスの特性上、SiO2 や B2O3 などの酸化物が

構造の基軸となっているため、実用シンチレータ材料の多い単結晶と比較すると必然的に実効原

子番号（Zeff）が低くなることで、X・γ 線の吸収効率が低下し、積分型検出器として用いた際の

シンチレーション発光量が大幅に劣るためである。この問題を解決するためには材料組成中に重

元素を含ませ、高い Zeff を持たせる必要がある。高い Zeff を有すれば、X・γ 線を効率良く吸収で

き、検出効率の向上が見込める。一方で、重元素酸化物を含有するガラスを作製するには高融点

の原料粉末を溶融しなくてはならず、通常の溶融法では困難を極める。本研究では集光型加熱炉

を用いることで HfO2を含む高融点酸化物ガラス（SnO-HfO2-Al2O3-SiO2）の作製に成功した。図 1

は試料のシンチレーションスペクトルであり、試料は Sn2+に対応する発光のみを呈した。図 2 は

試料と参照試料（6Li-glass [1]）のパルス波高スペクトルである。6Li-glass の発光量を基に、スペ

クトルのピーク位置から試料の発光量を算出したところ、780 ph/MeV 程度であった。本公演では

他の光学特性や発光中心濃度依存性についても述べる。 

  
Figure 1 Scintillation spectrum of Sn-doped glass 
specimen. 

Figure 2 Pulse height analysis of Sn-doped glass 
specimen using 241Am. 
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